
三
山
木
小
学
校
の
増
築

計
画
に
つ
い
て
、
保
護
者
や

教
育
関
係
者
な
ど
と
協
議
は

し
て
い
る
か
、
進
捗
状
況
は
。

教
育
部
長

三
山
木
小
学

校
の
増
築
に
つ
い
て
は
、
同

志
社
山
手
地
域
の
大
規
模
住

宅
開
発
な
ど
に
伴
う
児
童
の

増
加
へ
の
対
応
と
し
て
、
平

成

年
度
は
、
学
校
関
係
者

の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
基

本
構
想
を
作
成
し
、
拡
張
用

地
を
含
め
た
用
地
測
量
を
現

在
進
め
て
い
る
。

三
山
木
小
学
校
の
増
築

と
同
時
に
、
老
朽
化
が
進
ん

で
古
く
な
っ
て
い
る
旧
校
舎

も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

現
在
の
校
舎

も
、
非
常
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
新
し
く
建
て
る
校

舎
の
見
通
し
が
つ
い
た
段
階

で
、
こ
の
大
規
模
改
修
に
つ

い
て
も
考
え
た
い
。

南
部
地
域
の
状
況
を
踏

ま
え
、
待
機
児
童
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
保
育
所
を
増
築

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

今
後
、

入
所
希
望
の
状
況
な
ど
、
市

全
体
の
収
容
能
力
な
ど
を
見

比
べ
な
が
ら
検
討
す
る
。

地
域
経
済
活
性
化
に
直

結
し
、
本
市
の
中
小
業
者
の

仕
事
お
こ
し
や
、
住
民
に
も

喜
ば
れ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
復
活
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長

建
設
業

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

中
小
企
業
者
の
方
に
対
し
て

元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
施
策
で
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
事
業
や

化
推
進

事
業
等
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
全
国
か

ら
仕
事
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
も

ら
え
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

自
衛
隊
祝
園
弾
薬
庫
周
辺
の

有
害
鳥
獣
防
護
柵
設
置
状
況

は
。経

済
環
境
部
長

自
衛
隊

祝
園
弾
薬
庫
周
辺
の
約
６
割

が
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
新
し
い

フ
ェ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

年
度
は
、
市
道
打
田
水
取

線
側
約
６
０
０

の
新
設
工

事
を
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。
残
っ
て
い
る
古
い
フ

ェ
ン
ス
に
つ
い
て
も
早
期
に

取
り
か
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
要
請
し
て
い
き
た
い
。 児童の増加が見込まれる三山木小学校

片
町
線
輸
送
力
増

強
の
中
で
、
多
く
の
市
民
の

要
望
で
あ
っ
た
京
田
辺
駅
の

４
番
線
留
置
線
と
乗
務
員
詰

所
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。
完

成
後
は
始
発
及
び
最
終
電
車

は
、
京
田
辺
駅
ま
で
延
長
運

転
さ
れ
る
の
か
。
工
事
の
完

成
予
定
と
延
長
運
転
の
見
通

し
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

工
事
中
の
４
番
線
留
置
線

と
乗
務
員
詰
所
は
、
平
成

年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
使
用
開
始
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
松
井
山
手

止
ま
り
の
最
終
電
車
の
京
田

辺
駅
方
面
へ
延
伸
の
要
望
を

し
て
い
る
が
、

か
ら
回

答
は
得
て
い
な
い
。

建
設
部
長

京
田
辺

駅
南
側
の
信
楽
街
道
踏
切
の

拡
幅
整
備
に
つ
い
て
は
、
拡

幅
に
必
要
な
用
地
買
収
も
完

了
し
、

月
頃
か
ら
工
事
に

着
手
し
、

年

月
頃
に
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
道
新
田
辺
駅
前
線
と

市
道
久
保
橋
田
辺
線
（
通
称

浜
新
田
道
）
交
差
点
の
信
号

機
設
置
の
見
通
し
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

信
号
機
設
置
の
要
望
は
、

す
で
に
田
辺
警
察
署
に
伝
え

て
い
る
。
現
地
へ
警
察
官
と

行
き
、
確
認
し
、
上
申
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
の

要
望
件
数
が
非
常
に
多
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
採
択
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

近
鉄
新
田
辺
駅
か
ら
一

休
ケ
丘
に
至
る
市
道
新
田
辺

一
休
ケ
丘
線
（
旧
国
道
３
０

７
号
）
は
市
の
中
心
市
街
地

を
通
っ
て
い
る
主
要
幹
線
道

路
で
あ
り
路
線
バ
ス
を
始
め
、

通
行
車
両
も
歩
行
者
も
非
常

に
多
い
。
し
か
し

片
町

線
か
ら
西
方
向
の
尼
ケ
池
付

近
ま
で
は
坂
道
の
う
え
、
カ

ー
ブ
に
な
っ
て
お
り
大
変
危

険
で
あ
る
。
通
行
を
さ
れ
る

多
く
の
市
民
や
地
元
か
ら
も

整
備
の
要
望
が
強
い
が
市
の

考
え
は
。

建
設
部
長

危
険
な
状
況

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

早
期
に
都
市
計
画
道
路
の
事

業
化
を
行
い
た
い
が
、
メ
ド

は
立
っ
て
い
な
い
。
当
面
の

歩
車
道
分
離
対
策
と
し
て
沿

道
で
開
発
計
画
や
、
建
て
替

え
に
あ
わ
せ
て
用
地
の
協
力

を
お
願
い
し
、
歩
道
設
置
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

４番線工事が進む 京田辺駅

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

中
学
校
で
の
防
災
教
育
の
充

実
を
は
か
る
べ
き
。

教
育
部
長

東
日
本
大
震

災
の
事
例
を
参
考
に
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防
災
計

画
の
再
確
認
を
行
い
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
な
が
ら
、
新

た
な
工
夫
点
や
課
題
が
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
。

災
害
時
の
飲
料
水
確
保

の
た
め
に

自
転
車
搭
載
型

浄
水
装
置

の
設
置
を
し
て

は
ど
う
か
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

飲
料
水
確
保
の
新
た
な
方

法
で
あ
る
の
で
研
究
し
て
い

き
た
い
。
今
後
、
自
主
防
災

会
等
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
の
た
め
に
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
や
曇

り
に
く
い
親
水
性
の
タ
イ
プ

へ
の
交
換
を
す
る
べ
き
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

今
後
は
価
格
動
向
を
見
な

が
ら
、
親
水
性
タ
イ
プ
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

自
殺
を
予
防
す
る
体
制

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
や
電
話

に
よ
る
相
談
支
援
事
業
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。

小
中
学
校
で
い
の
ち

を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実

を
は
か
る
べ
き
。

教
育
部
長

と
も

十
分
相
談
し
、
指
導
を
充
実

し
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
対
策
な
ど
の
た

め
に
、
大
型
の
温
度
計
を
公

共
施
設
や
大
き
な
交
差
点
な

ど
に
設
置
す
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長

広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
作
成
し
、
気
温
等
の
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今

後
も
情
報
提
供
に
つ
い
て
充

実
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
保
護
者
や

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
で
眠
り

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
教

育
す
る

眠
育

を
す
る
べ

き
。教

育
部
長

生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
に
は
、
家
庭
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

基
本
的
生
活
習
慣
が
乱
れ
て

い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、

や
関
連
機
関
と
の
連

携
を
深
め
、
サ
ー
ク
ル
や
市

民
講
座
等
で
で
き
な
い
か
研

究
し
て
い
き
た
い
。

自転車搭載型浄水器
（写真提供 日本ベーシック株式会社）

消
防
防
災
体
制
の
充
実

に
つ
い
て

火
事
が
倍
増
し

て
い
る
理
由

消
防
体
制
は

充
実
し
て
い
る
か

三
野
区

耐震工事が必要な田辺中央公民館

内
の
火
災
で
の
対
応
は
適
切

だ
っ
た
か
。

消
防
長

平
成

年
と

年
の
上
半
期
比
較
で
は
倍

増
。

年
間
で
は
横
ば
い
で

特
筆
す
べ
き
特
徴
は
無
い
。

消
防
組
織
と
し
て
、
署
、

団
、
消
防
活
動
支
援
隊
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
。
昼
間

対
策
と
し
て
今
後
、
女
性
団

員
導
入
も
検
討
。
消
防
施
設

に
不
備
は
な
い
。
啓
発
活
動

も
含
め
て
日
常
的
に
努
力
。

三
野
地
域
の
民
家
火
災
に

つ
い
て
、
消
防
へ
の
通
報
か

ら
鎮
火
ま
で
の
対
応
で
放
水

ま
で
が
遅
か
っ
た
と
い
う
声

も
聞
く
が
、
全
体
と
し
て
適

切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

中
央
公
民
館
の
耐
震
化

と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て

学
校
施
設
を

除
く
公
共
施
設
の
耐
震
化
の

状
況

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
新
設
は
。

教
育
部
長

昭
和

年

以
前
建
築
の
公
民
館
等
で
、

２
階
建
て
延
床
２
０
０

以

上
の
も
の
は
、
９
館
の
内
５

館
で
耐
震
調
査
済
。
木
造
築

等
対
象
外
の
建
物
に
つ
い
て

も
地
域
の
避
難
場
所
と
な
っ

て
お
り
、
耐
震
調
査
実
施
を

は
た
ら
き
か
け
る
。
こ
の
場

合
、
耐
震
調
査
費
の
３
分
の

１
を
助
成
。
中
央
公
民
館
の

耐
震
度
は
０
・

と
非
常
に

低
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含

め
て
検
討
中
。

教
育
長

今
後
、
中
央

公
民
館
耐
震
化
対
策
の
中
で
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
な

ど
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

国
民
文
化
祭
に
つ
い
て

秋
開
催
の
国
文
祭
に
向
け
、

市
民
、
各
種
団
体
、
子
ど
も

た
ち
と
の
連
携
、
協
働
は
。

国
文
祭
を
街
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
。

市
民
部
長

半
世
紀
に

１
度
の
国
民
文
化
祭
に
市
民

あ
げ
て
協
働
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
体
験

学
習
参
加
で
着
実
に
文
化
芸

術
の
芽
が
育
っ
て
い
る
。
一

過
性
の
事
業
に
は
し
な
い
。

教
育
部
長

事
業
等
の

支
援
を
通
じ
て
、
京
田
辺
市

ら
し
い
文
化
の
創
造
に
努
め

た
い
。

岡

本

亮

一

議
員
（
共
産
党
）

河

田

美

穂

議
員
（
公
明
党
）

小

林

喜
代
司

議
員
（
新
栄
会
）

岡

本

茂

樹

議
員
（
一
新
会
）

年（平成 年） 月 日


